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連 載連 載
役員市紹介役員市紹介

6
月
に
開
催
さ
れ
た
第
99
回
定
期
総
会
で
新
た
に
役

員
（
会
長
・
副
会
長
、
監
事
、
部
会
長
、
委
員
長
）
に

選
任
さ
れ
た
市
の
概
要
、
議
会
の
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
に
つ
い

て
、今
号
か
ら
掲
載（
順
不
同
）し
て
い
き
ま
す（
４
面
）。

伯井文部科学審議官（左から２人目）

社会文教委員会要望事項社会文教委員会要望事項
１　医療保険制度
① 医療保険制度改革
② 国民健康保険制度
2	 地域医療施策
① 医師不足・偏在対策等
② 自治体病院への財政支援等
3	 保健衛生施策等
① 新型コロナウイルス感染症

対策
② 難病患者対策の推進
③ インフルエンザ予防接種
④ 麻しん（はしか）対策
⑤ 帯状疱疹対策
⑥ がん検診への支援
⑦ 水道事業
4	 社会福祉施策
① 障害者施策
② 発達障害が疑われる子ども

への支援
③ 医療的ケア児への支援
④ 生活保護制度
⑤ ひきこもりに対する支援
⑥ 認知症施策
⑦ 民生委員・児童委員の担

い手不足の解消
５	 少子化対策等
① 子ども・子育て施策等
② 保育所の待機児童解消
③ 放課後児童対策
④ 子ども医療費助成制度
⑤ 不妊治療への財政措置

⑥ 児童虐待防止対策
⑦ 子どもの貧困対策
６	 介護保険制度
① 介護サービスの提供体制

確保
② 財政運営
７	 雇用対策
① 地域雇用対策
② 多様な人材の活躍促進
８	 文教施策
① 教職員の人材確保と働き

方改革
② 35 人学級の実施
③ 小学校外国語教育の整備
④ 特別支援教育の充実
⑤ 栄養教諭・学校栄養職員
⑥ 学校給食費の無償化
⑦ いじめ防止対策・不登校

支援
⑧ 部活動への支援
⑨ 学校のＩＣＴ環境整備
⑩ 学校施設の老朽化対策等
９	 環境保全施策
① 地球温暖化対策
② 廃棄物処理対策
③ 海洋ごみ対策
④ アスベスト対策
⑤ 皮革排水処理への支援
⑥ 建設発生土対策

上羽社会文教委員長
（舞鶴市）

子
育
て
へ
の
支
援
・
環
境
整
備
求
め
る

第
177
回
社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員

長
＝
上
羽
和
幸
舞
鶴
市
議
会

議
長
）
は
7
月
13
日
、
全
国

都
市
会
館
で
第
１
７
７
回
委

員
会
を
開
催
し
、
医
師
確
保

対
策
や
救
急
医
療
の
充
実
・

確
保
を
は
じ
め
、
子
ど
も
・

子
育
て
施
策
へ
の
財
政
措
置

な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
決

定
し
た
。

冒
頭
、
上
羽
委
員
長
は
、

委
員
会
が
所
管
す
る
分
野
に

関
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
の

必
要
性
を
述
べ
、
特
に
本
年

４
月
に
子
ど
も
政
策
の
司
令

塔
と
な
る
「
こ
ど
も
家
庭

庁
」
が
発
足
し
た
こ
と
に
触

れ
、「
誰
も
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
社
会
的
支
援
と

環
境
整
備
を
求
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
」
と
強
調

し
た
。

要
望
書
は
、
▽
地
域
医
療

施
策
▽
社
会
福
祉
施
策
▽
少

子
化
対
策
▽
文
教
施
策
―
な

ど
９
項
目
を
求
め
る
も
の

（
左
上
掲
、全
文
は
本
会
ウ
ェ

ブ
掲
載 

）。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
の

三
好
圭
政
策
統
括
官
参
事
官

（
総
合
政
策
統
括
担
当
）
兼

政
策
統
括
室
副
室
長
が
「
社

会
保
障
を
め
ぐ
る
最
近
の
情

勢
に
つ
い
て
」、
こ
ど
も
家

庭
庁
の
佐
藤
勇
輔
長
官
官
房

参
事
官
（
総
合
政
策
担
当
）

が
「
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設

と
こ
ど
も
政
策
を
め
ぐ
る
動

向
」
と
題
し
、
両
省
庁
の
政

策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
上
羽
委

員
長
、
横
山
真
副
委
員
長

（
諏
訪
市
）、
神
谷
建
一
副
委

員
長
（
宗
像
市
）
は
伯
井
美

徳
文
部
科
学
審
議
官
に
面
談

し
、
教
職
員
の
人
材
確
保
と

働
き
方
改
革
や
学
校
給
食
の

無
償
化
な
ど
、
同
委
員
会
で

決
定
し
た
事
項
に
つ
い
て
要

望
し
た
。
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の
所
要
額
確
保
が
何
よ
り
重

要
で
あ
る
と
強
調
し
、
要
望

活
動
へ
の
支
援
・
協
力
を
求

め
た
。

当
日
の
理
事
会
で
決
定
し

た
要
望
書
で
は
、
基
地
対
策

関
係
予
算
の
所
要
額
確
保
等

に
関
す
る
重
点
要
望
と
し
て

▽
総
務
省
所
管
の
基
地
・
調

基
地
周
辺
対
策
経
費

基
地
周
辺
対
策
経
費

基
地
・
調
整
交
付
金

基
地
・
調
整
交
付
金
所
要
額
確
保
要
望

所
要
額
確
保
要
望

基地協全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
（
会
長
＝
武
藤
政
義
福
生
市
議
会
議
長
）
は
７
月
11

日
、
都
内
で
第
１
０
６
回
理
事
会
を
開
催
し
、
基
地
対
策
関
係
予
算
の
所
要
額
確
保
な
ど

を
求
め
る
要
望
書
を
決
定
し
た
。
翌
12
日
に
は
基
地
関
係
国
会
議
員
と
の
情
報
連
絡
会
を

開
催
し
、
終
了
後
に
は
関
係
省
庁・国
会
議
員
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

第第
１
０
６

１
０
６
回
理
事
会

回
理
事
会

会
長
市
で
あ
る
福
生
市
の

議
長
交
代
に
伴
い
、
５
月
16

日
に
会
長
に
就
任
し
た
武
藤

会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
我
が

国
を
取
り
巻
く
厳
し
い
安
全

保
障
環
境
や
基
地
に
対
す
る

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る

あいさつする武藤会長
（福生市）

こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
、
そ

の
た
め
に
は
基
地
・
調
整
交

付
金
、
基
地
周
辺
対
策
経
費

基地協　重点要望項目（概要）基地協　重点要望項目（概要）
１　基地交付金 ･ 調整交付金（総務省所管）

の所要額確保等
基地交付金・調整交付金の所要額確

保、基地交付金の対象資産の範囲を自
衛隊の使用する全資産へ拡大すること

２ 基地周辺対策経費（防衛省所管）の所
要額確保等
⑴ 適用基準の更なる緩和と基地周辺対

策経費の所要額確保、特に、特定防
衛施設周辺整備調整交付金の所要額
確保

⑵ 防衛施設における物品等の地元調達
促進、地元企業の受注機会の確保、
地元消費の奨励

⑶ 在日米軍再編に伴い負担増となる関
係市町村への十分な支援措置

⑷ オスプレイについて関係市町村に対
し十分な説明及び情報提供

⑸ 防衛力整備計画に基づき基地の機能・
運用等の変更を検討する場合、関係
市町村の実情及び地域の意見に十分
配慮すること

整
交
付
金
▽
防
衛

省
所
管
の
基
地
周

辺
対
策
経
費
―
に

つ
い
て
上
表
掲
載

の
事
項
を
求
め
る

と
と
も
に
、
基
地

対
策
関
係
施
策
の

充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
と
し
て
個

別
施
策
ご
と
に
具

体
的
な
事
項
を
要

望
し
て
い
る
（
全

文
は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

武
藤
会
長
は
出
席
者
へ
地

元
選
出
国
会
議
員
な
ど
へ
の

要
望
活
動
を
呼
び
か
け
、
翌

12
日
に
は
正
副
会
長
・
相
談

役
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
う

こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
会
議
で
は
講
師
説

明
が
あ
り
、
総
務
省
自
治
税

務
局
の
本
間
良
太
郎
固
定
資

産
税
課
課
長
補
佐
が
「
基

地
・
調
整
交
付
金
の
現
状
と

課
題
」、防
衛
省
地
方
協
力
局

の
村
井
勝
総
務
課
長
が
「
令

和
５
年
度
予
算
基
地
周
辺
対

策
経
費
」
と
題
し
、
両
省
の

基
地
関
係
予
算
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

基
地
関
係
国
会
議
員

基
地
関
係
国
会
議
員

と
の
情
報
連
絡
会

と
の
情
報
連
絡
会

情
報
連
絡
会
で
は
、
中
川

康
洋
公
明
党
総
務
部
会
長
、

三
浦
信
祐
公
明
党
安
全
保
障

部
会
部
会
長
代
理
、
和
田
義

明
自
由
民
主
党
防
衛
施
設
問

題
に
関
す
る
議
員
連
盟
幹

事
、
寺
田
稔
総
裁
指
名
総
務

（
前
総
務
大
臣
）
が
出
席
し
、

協
議
会
の
要
望
事
項
な
ど
に中川公明党総務部会長 三浦公明党安全保障

部会部会長代理

つ
い
て
基
地
協
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

冒
頭
、
武
藤
会
長
は
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
前
日
の
理
事

会
で
決
定
し
た
要
望
書
の
重

点
要
望
項
目
に
基
づ
き
、
要

望
陳
述
を
行
っ
た
。

意
見
交
換
で
は
、
出
席
市

町
か
ら
国
会
議
員
へ
▽
北
海

道
の
自
衛
隊
の
更
な
る
体
制

和田自民党防衛施設
議連幹事

寺田総裁指名総務
（前総務大臣）

強
化
（
帯
広
市
）
▽
防
衛
施

設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
第
５
条
の

規
定
に
基
づ
く
「
第
二
種
区

域
」
に
お
け
る
移
転
補
償
事

業
に
よ
っ
て
生
じ
た
市
の
減

収
の
補
填
措
置
等
（
綾
瀬

市
）
▽
航
空
自
衛
隊
新
田
原

基
地
へ
の
Ｆ
―
35
Ｂ
の
配
備

に
伴
う
安
全
対
策
お
よ
び
基

地
周
辺
対
策
（
宮
崎
県
新
富

町
）
▽
住
宅
防
音
工
事
と
住

民
訴
訟
に
つ
い
て
（
小
松

市
）
―
な
ど
に
関
す
る
要
望

が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

情
報
連
絡
会
終
了
後
、
正

副
会
長
・
相
談
役
は
関
係
省

庁
・
国
会
議
員
に
対
し
要
望

活
動
を
実
施
し
た
（
要
望

参
加
者
・
要
望
先
は
３
面
掲

載
）。
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本
会
の
標
準
会
議
規

則
等
の
改
正
等
に
関
す

る
検
討
会
議
（
座
長
＝

森
悟
志
神
戸
市
会
事
務

局
議
事
課
長
）
は
7
月

６
日
、
第
1
回
検
討
会

議
を
開
催
し
、
標
準
市

議
会
会
議
規
則
及
び
同

委
員
会
条
例
の
改
正
等

に
関
す
る
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

同
会
議
は
令
和
４

年
７
月
の

部
会
長
会

議
で
の
諮

問
を
受
け
、

都
道
府

県
・
町
村

両
議
長
会

の
標
準
会

議
規
則
等
と
の
整
合
性

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

等
を
踏
ま
え
、改
正
の

是
非
も
含
め
て
検
討
し

て
き
た
。

し
か
し
、
地
方
制
度

調
査
会
が
同
年
12
月
に

「
議
会
に
関
連
す
る
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」

を
含
む
答
申
を
取
り
ま

と
め
た
こ
と
か
ら
、
具

体
的
な
地
方
自
治
法
の

改
正
内
容
が
明
ら
か
に

な
っ
た
時
点
で
規
則
等
の

改
正
を
検
討
す
る
こ
と
が

適
当
と
判
断
し
、
改
正
は

見
送
り
、
次
年
度
の
検
討

会
議
に
申
し
送
っ
た
。

そ
の
後
、
地
方
議
会
に

対
す
る
住
民
か
ら
の
請
願

書
の
提
出
や
国
会
に
対
す

る
地
方
議
会
か
ら
の
意
見

書
の
提
出
な
ど
地
方
議
会

に
係
る
手
続
に
つ
い
て
、

一
括
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化

が
可
能
と
な
る
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
令
和
５
年
4
月
に
成

立
し
、
6
年
4
月
1
日
か

ら
の
施
行
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
規
則
等
の
改
正
に

関
す
る
検
討
を
再
開
し
た
。

検
討
会
議
で
は
今
後
、

協
議
を
重
ね
、
12
月
ま
で

に
標
準
会
議
規
則
、
委
員

会
条
例
の
改
正
案
を
取
り

ま
と
め
る
と
し
て
い
る
。

【
要
望
参
加
者
】▽
会
長
＝
武

藤
政
義
（
福
生
市
）
▽
副
会

長
＝
奥
谷
求
（
東
広
島
市
）、

務
大
臣
政
務
官
、
小
野
田

紀
美
防
衛
大
臣
政
務
官
、 

森
山
𥙿
自
由
民
主
党
選
挙
対

策
委
員
長
、
大
塚
拓
同
党
政

務
調
査
会
副
会
長

森山自民党選対委員長（左から 5人目）森山自民党選対委員長（左から 5人目）

小野田防衛大臣政務官（中央）小野田防衛大臣政務官（中央）

中川総務大臣政務官（右から 5人目）中川総務大臣政務官（右から 5人目）

大塚自民党政務調査会副会長（左から 6人目）大塚自民党政務調査会副会長（左から 6人目）

政
府
・
国
会
議
員
へ
要
望
活
動

政
府
・
国
会
議
員
へ
要
望
活
動

基
地
協

標準会議規則検討会議

改正に向け検討へ改正に向け検討へ
議会手続オンライン化議会手続オンライン化

※
標
準
会
議
規
則
等
の
改
正
等

に
関
す
る
検
討
会
議

会
長
市
、
部
会
長
市
、
政
令

指
定
都
市
及
び
中
核
市
の
代
表

市
の
議
事
担
当
課
長
等
で
構
成

さ
れ
、
議
事
運
営
は
会
長
市
の

構
成
員
が
掌
る
と
定
め
て
い
る
。

石
田
裕
一
（
上
越
市
）、
坂
本

健
治
（
和
泉
市
）、花
牟
礼
薫

（
鹿
屋
市
）、
阿
萬
誠
郎
（
宮

崎
県
新
富
町
）
▽
相
談
役
＝

坂
野
智
（
千
歳
市
）
古
内
明

（
相
模
原
市
）、小
倉
隆
夫
（
大

和
市
）、桑
原
敏
幸
（
岩
国
市
）

【
要
望
先
】
中
川
貴
元
総

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口
　
150
万
３
２
４
５
人

（
令
和
5
年
6
月
1
日
）

▽
面
積
　
557・03
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
港
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
本
市
は
、

開
港
を
期
に
、
多
く
の
外
国

人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

外
国
の
物
資
や
文
化
な
ど
が

取
り
込
ま
れ
た
。
ハ
イ
カ
ラ

な
街
並
み
と
文
化
が
育
ま

れ
、
神
戸
が
発
祥
地
と
さ
れ

て
い
る
外
国
由
来
の
文
化
も

多
い
。

重
厚
長
大
産
業
が
地
域

経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
観
光
、
ま

た
最
近
で
は
医
療
や
Ｉ
Ｔ
産

業
な
ど
、
先
端
技
術
を
踏
ま

え
た
新
た
な
産
業
の
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
神
戸
の
港

は
、「
兵
庫
」
と
「
神
戸
」

の
ふ
た
つ
の
港
が
扇
を
並
べ

た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
「
扇
港
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。
市
章
は
扇
を

二
つ
並
べ
た
形
と
神
戸
の
旧

か
な
づ
か
い
の
「
カ
ウ
ベ
」

の
カ
の
字
を
図
案
化
し
た
も

の
で
、
明
治
40
年
５
月
に
制

定
さ
れ
た
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数
　
65
人

（
現
在・男
性
48
人
、女
性
17
人
）

▽
前
回
選
挙
　
令
和
５
年
４

月
９
日
　
立
候
補
101
人
（
投

票
率
40・58
％
）

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
市
民

へ
の
議
会
活
動
の
理
解
の
促

進
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年

６
月
に
神
戸
市
会
広
報
委
員

会
を
設
置
し
、「
市
民
に
伝

わ
る
」
議
会
広
報
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま

六甲山からの夜景
（写真提供＝神戸市）

本
市
は
、
利
便
性
の
高
い

都
市
機
能
と
豊
か
な
自
然
を

兼
ね
備
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
で
す
。
山
と
海
が
近

く
、
夜
景
を
は
じ
め
と
す
る

美
し
い
眺
望
や
、
旧
居
留

地
、
北
野
異
人
館
、
中
華
街

な
ど
の
異
国
情
緒
溢
れ
る
街

並
み
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
の
ほ
か
、
中
心
部
の
三
宮

か
ら
30
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ

れ
ば
豊
臣
秀
吉
も
愛
し
た
有

馬
温
泉
を
堪
能
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、神
戸
ビ
ー
フ
、

ス
イ
ー
ツ
や
パ
ン
、
洋
食
、

灘
の
酒
、
ぼ
っ
か
け
そ
ば
め

し
、
瀬
戸
内
海
の
魚
な
ど
美

味
し
い
お
酒
や
料
理
も
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ

神
戸
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

神

戸

市

会
長
市
紹
介

第１回第１回

坊
ぼう

 恭
やすなが

寿 議長

た
、
令
和
３
年
９
月
議
会
よ

り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
を
実

施
し
て
い
る
。

▽
鳥
栖
市
（
佐
賀
県
）

〒
８
４
１
―
８
５
１
１

鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
）
へ
の
配
慮
を
指
向

し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
階

段
の
段
差
は
小
さ
く
、
傍
聴

席
の
通
路
に
は
ス
ロ
ー
プ
が

設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
補

聴
器
で
聞
き
取
り
や
す
い
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

鳥栖市役所新庁舎
（写真提供＝鳥栖市）

議場
（同左）

議
会
人
事

新
庁
舎
落
成

▼
議
長

▽
羽
村 

冨
松
　
崇（
5・16
）

▽
成
田 

神
﨑
　
勝（
5・17
）

▽
茂
原 

金
坂
道
人（
6・22
）

▽
島
原 

上
田
義
定（
6・22
）

▽
周
南 

長
嶺
敏
昭（
6・23
）

▽
河
内
長
野

 

浦
山
宣
之（
6・26
）

▽
美
唄 

谷
村
知
重（
6・27
）

▽
山
梨 

土
屋
裕
紀（
6・29
）

▽
市
原 

永
野
喜
光（
6・29
）

▽
御
前
崎 

増
田
雅
伸（
6・29
）

▽
あ
わ
ら 

毛
利
純
雄（
6・30
）

▽
魚
沼 

森
島
守
人（
7・4
）

▽
七
尾 

木
下
敬
夫（
7・6
）

▽
八
幡
平 

工
藤
隆
一（
7・10
）

▽
尼
崎 

福
島
さ
と
り（
7・11
）

▽
鉾
田 

入
江
　
晃（
7・14
）

▼
副
議
長

▽
三
笠 

折
笠
弘
忠（
5・12
）

▽
羽
村 

富
永
訓
正（
5・16
）

▽
成
田 

海
保
茂
喜（
5・17
）

▽
奈
良 

九
里
雄
二（
6・21
）

▽
島
原 

森
園
浩
太
郎（
6・22
）

▽
周
南 

岩
田
淳
司（
6・23
）

▽
河
内
長
野

 

奥
村
　
亮（
6・26
）

▽
美
唄 

楠
　
徹
也（
6・27
）

▽
山
梨 

萩
原
弥
香（
6・29
）

▽
市
原 

吉
田
峰
行（
6・29
）

▽
御
前
崎 

齋
藤
　
洋（
6・29
）

▽
松
山 

吉
冨
健
一（
6・29
）

▽
あ
わ
ら 

平
野
時
夫（
6・30
）

▽
浦
添 

仲
程
淳
也（
6・30
）

▽
魚
沼 

志
田
　
貢（
7・4
）

▽
対
馬 

春
田
新
一（
7・4
）

▽
尼
崎 

眞
田
泰
秀（
7・11
）

▽
鉾
田 

小
沼
　
勝（
7・14
）

▼
事
務
局
長

▽
美
唄 

門
田
昌
之（
4・1
）

▽
甲
斐 

山
岡
広
司（
4・1
）

▽
坂
東 

根
本
靖
彦（
4・1
）

▽
伊
達（
北
海
道
）

 

櫛
田
太
郎（
7・8
）

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会

第
16
回
専
門
小
委
員
会
が
７

月
20
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ

た
。小

委
員
会
で
は
、「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
に
的

確
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
求

め
ら
れ
る
地
方
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
を
議
題
に
、

地
方
公
共
団
体
相
互
間
の
連

携
・
協
力
の
あ
り
方
、
公
共

私
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
た
。

第
33
次
地
制
調

第
１６
回
専
門
小
委
開
催


